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論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

 心臓リハビリテーション（以下、心リハ）を受けている外来心臓リハビリテーションを

行っている人を対象に日常生活における身体活動を 3 軸加速度計内蔵活動量計を使用

して客観的に詳細を明らかにしました。 

 患者は 1 日の大半を座って過ごし、中程度から強い強度の身体活動を行う時間が極めて

短いことが明らかになりました。(図) 

 患者の性別、年齢、体格指数（BMI）、運動能力が、日常の身体活動パターンに大きな影

響を与えることを発見しました。 

 外来の心臓患者に向けた個別化されたリハビリのプログラムの必要性がわかりました。 

 

【概要】 

 心リハは心臓病患者の回復と再発予防に重要ですが、外来患者の日常生活における身体

活動の実態は不明でした。 

 本研究では、92 人の日本人外来患者を対象に、加速度計を用いて日常生活における身

体活動と座位行動を詳細に測定しました。 

 その結果、患者は 1 日の大半（平均約 11 時間）を座位で過ごし、中強度以上の身体活

動時間は非常に短い（中央値約 26 分）ことが明らかになりました。 

 さらに、性別、年齢、体格指数（BMI）、運動能力（無酸素性作業閾値）が身体活動パタ

ーンに大きく影響することが分かりました。 
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心臓病患者の日常生活における身体活動パターンを解明 

～ 個別化された心臓リハビリテーションプログラムの重要性が明らかに ～ 
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【背景】 

心臓病は世界的に主要な死因の一つであり、その予防と管理は重要な公衆衛生上の課題で

す。心リハは、心臓病患者の生活の質を改善し、再発を防ぐ効果的な介入方法として認識さ

れています。具体的には入院中から始まり、退院後も外来で継続して行われます。入院中は、

病室でのベッド上での軽い運動や歩行練習からはじめ、徐々に歩行距離を延ばしていきます。

病状が安定してきたら、自転車エルゴメーターなどを使用した有酸素運動も取り入れ、心拍

数や血圧を確認しながら、無理のない範囲で運動強度を調整していきます。退院後は外来で

の心リハに移行し、職場復帰や普段の生活に必要な体力を維持・向上させていきます。 

また、禁煙指導やバランスの良い食事療法、適度な運動習慣の指導、ストレス管理の方法



ハで運動能力を向上させることの重要性を認識してもらうことができるでしょう。 

さらに、家庭での活動モニタリングと個別指導を組み合わせることで、患者の日常生活全

体を通じた活動量の改善が期待できます。これにより、心臓病患者の回復促進と再発リスク

の低減につながる可能性があります。 
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図：外来心リハ患者の一日の活動時間分布 

 

 

 

 

【用語解説】 

MET（メッツ）：Metabolic Equivalent（メタボリック・エクイバレント）の略で、

身体活動の強度を表す単位です。1 MET は安静時の酸素消費量に相当し、活動強度が

上がるほど MET 値も高くなります。例えば、ゆっくり歩くのが約 2-3 MET、ジョギ

ングが約 7-8 MET とされています。 

無酸素性作業閾値：運動強度が上がっていく中で、身体が楽に運動を続けられる限界と

なるポイントのことです。このポイントを知ることは、効果的で安全な運動を行う上で

とても重要です。特に心臓病の方のリハビリテーションでは、この閾値を目安に運動強

度を設定することで、過度な負担をかけることなく、安全に体力を向上させることがで

きます。 
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